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◎著書の紹介
◎大人気のメルマガ登録 
◎ラジオ番組｢井内由佳のしあわせスパイラル｣の
　放送予定など情報盛りだくさんです。 

　リーダーシップとはどういうものなのか？ビジョ

ナリーカンパニーの著書であるジム・コリンズとビ

ル・ラジアーは真のリーダーシップとは、「従わない

自由があるにも関わらず、人が付いてくることだ」と

定義し、その要素を①誠実さ②決断力③集中力

④人間味⑤対人スキル⑥コミュニケーション能力

⑦常に前進する姿勢の７つと述べている。

　また、経営学者のピーター・ドラッカーは、リー

ダーシップを3つの性質に定義している。

①資質ではなく「仕事」。リーダーシップは人を引

き付ける資質ではなく、組織の使命をメンバーに

示し、目標を達成するための仕事であること。
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フリーダイヤル（通話料無料）
平日（土・日・祝日除く） 10：00～18：00
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 犬養毅の書にも用いらた「何事も行動を起こさなければ成功しないという意味」

②特権ではなく「責任」。リーダーとは特権的な

地位ではなく、プロジェクトの成否に対して責任

を負うべきポジションであること。

③「信頼性」。リーダーシップが発揮されるため

に、リーダーは信頼が必要と述べている。

　私の理解では、仲間から信頼を獲得するこ

と。目標を明確に掲げること。その目標を達成す

る為に仲間に楽しく自発的に働いてもらえるよう

になること。自分は責任を負っていく。今の私に

は遥か遠い道のりであるが、一歩ずつ目指して

いきたい。
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余市に来て2回目の冬を迎えました。

多くのメディアにも取り上げていただき、北海道内外から1年前からは

考えられないほど多くの方々に足を運んでいただきました。

　仁木シェフの料理探求もとどまること知らずで、

札幌を中心にジャンルを問わず名店を食べ歩き、

多くの刺激とヒントを得るたびに、形を変えて自身のものにしています。

　昨年から大きくヴァージョンアップしたLOOPのコース料理を

極上のワインペアリングと共にご体感ください。
　本年もよろしくお願い申し上げます。

余市バル Loop  北海道余市郡余市町黒川町4 -123



井内由佳

福岡県生まれ。福岡大学卒業後、神さまからのお告

げが降り1991年より述べ4万人以上の相談に応じ

る。福岡、東京を中心に全国各地で開催する講演

会は毎回満席なるほど人気を博す。

2016年には株式会社フィールドオブドリームス代表

としてスキンケアやサプリメントの開発から携わる。

美容部門・飲食事業部門・自社ワイナリーなど多角

経営をする傍ら、配信中の「井内由佳のしあわせス

パイラル メルマガ版」は、まぐまぐ大賞「2021年メ

ンタルトレーニング部門」で１位を獲得。

FMヨコハマ・福岡LoveＦＭのラジオ番組「井内由

佳のしあわせスパイラル」を毎週オンエア中

　
●主な著書 

「わたし、少しだけ神さまとお話しできるんです」

「わたしが神さまから聞いたお金の話をしてもいい

ですか？」 など多数。

しあわせコミュニティ♡
会員制コミュニケーションサロン

「神さまサロン」

●株式会社フィールドオブドリームス代表
●しあわせカウンセラー
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メインのFacebookグループ「井内由佳の神さまサロンメン
バー専用グループ」には、複数の部活動コミュニティが存在
しています。井内由佳や各部活動部長との交流を通じて、
自身の夢をカタチにする。ビジネスも遊びも、
とにかく全力で臨む意欲ある方々が集い、交
流して、新しい価値を生み出していく場です。

https://yuka-i.com/kamisalo.html

これは人が持つ特権では

ないでしょうか？

誰の言葉も借りず

真似ず、

自分の中から出てきた

言葉を持ちたい。

そのために

全てのことを

俯瞰と客観で見ることのできる

視野と視座を持ちたいと思います。

神さまの教えで謳歌する人生を。

井内由佳

先日

それぞれが繋がりなどないだろう

と思われる3人が

同じ言葉を使って

同じ意味合いの考えを

SNSに投稿しているのが

目に入りました。

でもこれははじめてのことではなく

これまでも何度も目にした、

耳にした光景です。

考えることを手放して

容易く人の言葉に乗っかって

いま知ったばかりの言葉の衣を

自分の思考に着せてしまっているようです。

自分の感情が

蒔いた種が

こころの中で芽を吹いて

それが思考という

肥料を与えることによって

信念へと昇華していく

たや す


